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ヒト前立腺癌細胞株である PC-3 細胞を培養し，６週齢のヌードマウス (Balb/c, オス)の
腰部に皮下注射にて移植し，移植後１０日に形成される直径約 1cm の腫瘍結節を実験に用
いた．ブレオマイシンは生理食塩水にて 0.5mg / ml の濃度に調製した．電気穿孔法（Ｅ







イシンの至適用量 25mg/kg を用いて PC-3 細胞移植腫瘍に対するブレオマイシンによる
ＥＰ療法の抗腫瘍効果を検討した．腰部に PC-3 細胞を移植し腫瘍を形成させたヌードマ
ウス 21 匹をブレオマイシン投与の有無と EP 療法施行の有無により 4 つのグループに分
けた．（B(+)E(+):ブレオマイシン投与後にＥＰ施行．B(+)E(－): ブレオマイシン投与のみ。
B(－)E(+): 生理食塩水投与後にＥＰを施行。B(－)E(－): 生理食塩水投与のみ．） 
ＥＰ施行日より 30 日後までの間 腫瘍径を 3 日ごとに計測し、相対的腫瘍体積の平均値
をプロットした．また各グループにおいて腫瘍のアポトーシスの有無と程度を評価検討す
るために，同様の治療を行なった別のマウスを用いて治療後 12 時間後と 24 時間後の腫瘍




500V/cm と決定された．ブレオマイシン投与の有無と EP 療法施行の有無によりわけられ
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